















































































































































































al., 2013）。さらに Hulmeらや Snowlingらは、就学前
の音声言語能力を含めた広範囲な言語能力は、後のリ
タラシーの発達に影響を及ぼし、就学前の言語能力は
読みの基礎となることも述べている（Hulme et al., 
2015; Snowling et al., 2012）。Mariannaらも、音声言語
の遅れや幼少期の言語発達の遅れが就学後の読みの能

















スクリーニングテストとして PRS（The Pupil Rating 

































































まずきを少なくする研究がある（Hulme et al., 2015; 
Snowling et al., 2012）。
　海外で用いられている検査は、知能検査に加えて個別




られている。さらに、Get to Read（Whitehurst & Lonigan, 
2001）、the Individual Growth and Development Indicators 
(IGDIs) （McConnell, 2002）、Test of Phonological 
Awareness (音韻認識テスト) （Togesen & Bryant, 2004）
や Phonological Awareness Litearcy Screening-Pre-K (音
韻認識プレスクリーニング)（Inverbizzi et al., 2003）、






を示している (Linda et al., 1998)。また Shauraらは、
the Revised Get to Read! (GRTR-R) （Whitehurst & 
Lonigan, 2001）と IGDIsのスクリーニングツールを用
いて就学前の子どもの読みの過程を予測し評価法の有
効性について述べている（Shauna et al., 2010）。JoAnn
らは GRTRの検査のスペイン語版を用いて、リタラ
シースキルの出現について比較し、その有効性につい

















































































































































  DMS-Vでは、特異的学習障害（Specific Learning Disorder）
として、読みの障害（With impairment in Reading）、書き
表現の障害（With impairment in written expression）、算数
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